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学校番号

平成２１年度 学校自己評価表 （ 計画段階 ・ 実施段階 ）

36
福岡県立須恵高等学校長 印

学 校 運 営 計 画 （４月） 評 価（３月）
学 校 運 営 方 針 豊かな心と社会性を培い、逞しく生きる力を育てるとともに、国家社会に貢献し得る知識・技術を身に付け、国際化に対応できる意欲ある人間の育成を

目指す。 ⇒ 「須恵高教育力向上プラン」の推進。高い志をもち、自らの目標に向けて意欲的に挑戦していく生徒を育成する。
昨年度の成果と課題 本 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標

「五省」を実践し、意欲的に １ 「五省」・「五心」の伝統を継承しつつ、地域に信頼され期 (1) 「五省」や伝統行事等を大切にしつつ、芸術鑑賞会や地域に密着した学校行事を充実
活動できる生徒が、多数育っ 待される学校文化を創造する。 させるとともに、生徒の自主的な活動を促進し、自信や誇り、帰属意識を高める。
てきた。教育環境も整備され、 ２ 高い志と夢を実現させるため、文武両道、鍛えて伸ばす活 (2) 進路ガイダンスの充実や適切な進路情報の提供、授業規律の確保や自主的学習習慣の
ハード・ソフト面ともに条件 気あふれる学校を目指す。 確立、特別活動や部活動の活性化など、生徒の自主・自律の意識高める進路指導を行う。
は整ってきている。しかし、 ３ 心豊かな人間を育成するため、積極的生徒指導の充実を図 (3) 学校行事や特別活動などの指導計画や指導方法の工夫・改善を行い、生徒の個性を生
学力向上、進学実績、部活動 る。 かし意欲を高める積極的な生徒指導を行う。
の活性化は、まだ十分とは言 ４ 本校への理解を得るため、関係機関との連携を強化し、広 (4) 学校説明会・出前授業・地域行事への参加等、地域との連携強化を図るとともに、広
えず、課題である。 報活動の充実に努める。 報紙やＨＰによる情報提供等、積極的な広報活動に努める。
評 価 項 目 具 体 的 目 標 具 体 的 方 策 評 価 次年度の主な課題

ＰＴＡ総会と進路講演会等の同時開催を行い、出席率向上を目指す。
ＰＴＡ・同窓会・後援会との連携 ＰＴＡ各委員会行事の企画を支援する。

企画管理 ＰＴＡの文化祭参加の支援する。
地域との連携 小学生との交流会を活発化する。
教育環境の整備 整備の必要な箇所を調査し、関係部と連携しながら改善する。

セキュリティ問題について生徒職員の意識を高める。
情報管理 情報機器の積極的な活用 本年度リース更新に伴い、新しいパソコン及び情報機器が導入されるた

企 め、職員に向けた研修会を行う。
ＨＰの行事毎の更新 行事毎に写真や文章の更新を行う。

携帯メールの活用を図る。
２学期に授業参観週間、研究授業週間を実施し、授業改善を推進する。

教科指導力の向上のための授業改善 授業担当者と参観者が共通理解して研究授業に臨めるよう、事前協議会
を実施する。
保護者等に授業を公開し、多面的に授業評価を行う。
職員から広くテーマを求め、ニーズに即した校内研修を実施する。

画 研 修 校内研修・校外研修の推進 特別支援教育に関する職員研修を企画し、実施する。
教育センター等の研修への参加を積極的に促す。
人権教育ＨＲの内容の検討を深め、工夫・改善に向けての情報整理を行
う。（年間３回の人権教育ＨＲ）

人権教育の充実 全ての教育活動を通して、人権教育に対する生徒の意識の高揚を図る。
班会議、学年会議等を含めた職員研修を充実させる。
（年間４回以上の職員研修会）
中学生体験入学に３００名以上参加できるよう内容の充実を図る。

部 中学生、中学教員、保護者、地域へ 中学校訪問を年４回行う。
の情報提供 中学生、保護者、地域の方々へ本校訪問を積極的に呼びかける。

進路説明会、出前授業の要望を全て受け入れる。
広 報 ＰＴＡ広報委員会との連携 広報委員との情報交換を積極的に行い、円滑な活動を支援する。

広報誌コンクールの入賞を目指す。
須恵高ニュースを適時発行する。

広報資料の充実 学校案内の内容を充実させる。
学校紹介ポスターを作成し、配付する。
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評 価 項 目 具 体 的 目 標 具 体 的 方 策 評 価 次年度の主な課題
チャイムと同時の始業、授業前後の挨拶、積極的な授業態度など意欲的
に学習に取り組む姿勢の育成

授業規律の確立と授業内容の充実 予習・課題等の指導を通した授業に臨む姿勢の育成
（考査素点平均の遵守 85％以上） 互いの授業を参観することによる授業方法の工夫・改善

シラバスの改善と活用方法の検討
学 授業改善アンケートを活用した授業内容等の改善と活用方法の検討

考査内容の充実と平均点の適正化
学習指導 学習習慣の定着 課題の実施方法等、各教科による学習時間定着に向けた取組の検討

（自主学習時間２時間以上） 予習、課題の指導の徹底等、家庭学習と授業との連動
（追考査対象・各学年１０名以内） 学習時間調査による学習習慣の把握と改善に向けた指導

教務自学セミナーの実施
事 出席状況の把握と改善 入室許可証を用いた遅刻等の生徒の状況把握と指導

（年間出席率 98％以上） 家庭と連携した基本的生活習慣の確立
（退学・転学者数計８名以内） 遅刻欠席者指導、家庭訪問、個人面談など学年と連携した取組
教育課程の検討 生徒の実態に即したカリキュラムの作成と検討

校内集中学習会等の校内における取組の積極的な運営支援
進学指導の充実と進路実績の向上 冬季変更時間割・冬季課外の効果的実施方法の検討

部 小論文指導・模試・添削等の各学年における計画的実施
各クラス生徒・保護者・教員への進路情報の提供

進路指導 進路情報提供の充実 コンピュータの活用と、その活用法の職員研修会の実施
教員による予備校等の授業見学の実施
模試の計画的実施、模試結果の活用方法の工夫

進路意識の高揚 上級学校関係者による講演の積極的な実施
生徒へ提供する大学や専門学校に関する入試情報や入試問題の徹底研究

評 価 項 目 具 体 的 目 標 具 体 的 方 策 評 価 次年度の主な課題
基本的生活習慣の確立と規範意識の 朝の門立ち指導、校内巡回、下校指導の実施
向上 重点目標を設定し、職員間の共通理解を図った指導
部活動の活性化 新入生への部活動説明会の工夫・改善

生徒指導 入部率 60％以上 学期に２回以上の部活動顧問会議・部長会・部活動生集会の実施
（女子 50％以上、文化部 20％以上） 部活動生による地域行事への積極的参加やボランティア活動の実施
生徒会活動の活性化 生徒会執行部や各種委員会の定例会議の実施

他校の生徒会との交流
年２回の自転車安全点検、交通安全講話やマナー指導の実施

安全指導の徹底 生徒会による交通安全啓発活動の実施
育 迅速な不審者情報等の提供

２年生は１泊２日の学級合宿を実施
セミナーハウスを活用した生徒研修 １年生は２泊３日の学級合宿を実施

教職員へのガイダンスや指導生徒のオリエンテーションを充実
生徒指導統一ＨＲを通じたゴミの分別及び廃棄要領の周知徹底
ポスター等の掲示及び美化委員の清掃後の巡回と美化コンクールの実施

自主的・自発的な清掃活動 生徒指導統一ＨＲを通じた古紙回収方法についての確認
美化委員会を通じた古紙回収リサイクル状況についての継続的な報告
古紙回収やリサイクルに関するポスター等の募集や掲示など、環境保護
の啓発

成 健康診断結果について事後指導の実施
各種健康診断の結果を受けて、教育活動上必要な情報の職員への提供

保健・美化 生徒の心身の健康・安全に関わる情 クラス・学年別の保健室利用者状況を毎月、年間計１２回の呈示
報提供と組織的な連携の強化 保健室来室記録簿の職員室持ち上がり継続と職員への閲覧呼びかけ

心身の健康安全に関する内容を記載した保健だよりを年間計１０回発行
校外研修活動への積極的な参加後、研修内容の全校生徒への還元
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個人面談時間を確保し、学期に１回、年間３回の個人面談月間実施
年間１０回のスクールカウンセリング実施

スクールカウンセリングや個人面談 悩み相談箱の管理及び相談があった場合の対応
等、教育相談で得た情報の共有 個人面談などで得られた情報を職員間で共有するため拡大学年会を実施

部 中高連絡協議会を通して新入生に対し指導上留意が必要な情報や、スク
ールカウンセラーや研修部と連携したカウンセリングに係る資料の提供
や研修会の実施

身近な図書館を目指し、図書館利用 図書館内の書架の配置や掲示物を工夫し、開放的な雰囲気を作り出す。
者数と本の貸し出し数の増加 各クラスにおいて図書委員による呼びかけを積極的に行う。

朝読書のための本の貸し出しを推進する。
館報「パピルス」の年５回発行。掲示板「クローバー」の年４回更新を

図 書 広報活動の活性化 実施。
効果的な選書の実施 生徒による問屋訪問を年３回実施。

興味関心の高い本や看護コースや小論文対策用図書の整備を行う。
図書委員会活動の活性化 定期的な委員会の開催。朝読書指導の強化。

文化祭への積極的参加。図書部独自の催しの企画・運営。

評 価 項 目 具 体 的 目 標 具 体 的 方 策 評 価 次年度の主な課題
学習指導 チャイム席の厳守。開始時・終了時の元気な挨拶の徹底

授業規律の確立 基礎基本を理解させられる授業や個々の理解度に応じた授業内容の工夫
基礎基本の理解 予習を中心とした家庭学習の習慣を定着させる指導の徹底
（家庭学習時間 週２０時間以上） 各教科における課題提出指導方法の確立

生徒指導 挨拶・掃除の徹底。基本的な生活習慣を確立する指導
学 第一学年 （年間皆勤者数１６０名以上） 遅刻、欠席、怠学の防止のための指導と家庭連絡の徹底

規範意識の高揚 保護者面談、家庭訪問、中学校との連携等の早期対応
部活動の活性化 部活動入部率７０％以上

進路指導 各クラス進路面談の実施、学年で統一された面談資料の充実
進路目標の明確化 英語に重点を置いた夏季学習合宿・土曜セミナー・放課後課外の充実
職業意識の高揚 「職業探索講座」の事前・事後指導の工夫

学習指導 始業時間厳守や大きな挨拶、居眠り禁止など、授業規律の徹底
（各教科課題提出率 100％） 各クラスにおける課題提出状況の把握と課題提出協力体制の整備
（家庭学習時間 週２０時間以上） 英語学力向上を目的とした英作文テストの実施
（追試対象者５名以内） 小論文の力量向上を目的とした国語授業との連携と小論文模試の実施

生徒指導 欠席者の家庭連絡の徹底、欠席・遅刻者指導の実施
年 第二学年 （年間皆勤者数１４０名以上） 各クラス個人面談の充実

（出席率 98％以上、遅刻率 1％以下） 保護者面談、家庭訪問、中学校との連携等の早期対応
規範意識の高揚 ５分前行動、挨拶、言葉遣いや身だしなみ等についての指導の徹底

進路指導 保護者を含めた進路説明会・進路学習会の実施
進路目標の明確化 大学訪問、進路相談会等への参加
学習意欲の喚起 校内集中学習会、特進を主体とした少人数放課後課外の充実

学習指導 予習を中心とした家庭学習の習慣化・課題提出の徹底
（家庭学習時間 週３０時間以上） 進学に必要な学習時間や入試問題の内容・レベルを周知徹底する。

自学室や教室の環境整備
生徒指導 集会等を通じて授業に集中する姿勢を育成し、安易に遅刻・欠席をさせ

部 第三学年 基本的生活習慣の確立 ない。
規範意識の高揚 学校行事等に積極的に関わらせ、自主性リーダーシップを育成する。

５分前行動、挨拶、言葉遣いや身だしなみ等について指導を徹底する。
進路指導 センター試験向けの早期対策や小論文対策・指導を推進する。

大学合格目標数（国公立大 20名、 学習意欲向上のための進路説明会や講演会を計画的に行う。
西南学院大学 20 名、福岡大学 100 進路別の個別指導を計画的に行う。
名）等 担任による個人面談の充実とクラスの枠を超えた面談体制を継続する。


